
心臓血管外科

診療科の概要

対象疾患

医師紹介

Cardiovascular Surgery
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医師名 役職 専門分野/認定・専門等 卒業年次

院長補佐 専門分野 : 成人心臓血管外科一般、下肢静脈瘤、胸部交感 昭和62年

 部　長                神経遮断術 等

日本胸部外科学会認定医

日本循環器学会認定循環器専門医

日本心臓血管外科学会修練指導医

日本外科学会専門医

日本脈管学会認定脈管専門医

日本心臓血管外科専門医

下肢静脈瘤に対する血管内治療実施基準による実施医

専門分野 : 成人　心臓・大血管・抹消血管 平成8年

日本外科学会専門医

日本心臓血管外科専門医

腹部ステントグラフト指導医

胸部ステントグラフト指導医

伊藤
い と う

　佳永
か え

医　師 日本医師会認定産業医 平成25年

副部長小山
こ や ま

　基弘
もとひ ろ

上山
う えやま

　圭史
け い し

当科は成人の心・大血管疾患・末梢動脈疾患・静脈疾患の診療にあたっています。救命救急センタ
ーを標榜する病院の心臓血管外科であるため、急性大動脈解離、急性冠疾患、大動脈破裂、急性上肢
・下肢動脈閉塞などは緊急で手術をおこないます。心・大血管は安心・安全に重きを置いて全力で取
り組んでいます。大動脈瘤に関しては、ステントグラフトを導入し10年以上経ちましたが、高齢患者
さんの満足度も高く、高齢であっても治療をおこないたいと思っています。末梢血管はこれまで通り
バイパス手術も継続しますが、デバイスの進歩が著しいカテーテル治療に力を注ぎ、低侵襲化を進め
ていきます。静脈瘤は硬化療法や静脈瘤焼灼術を導入し、安全確実な治療を心がけています。静脈血
栓症は認知度が上がり、紹介患者数も多くなりましたが、ワーファリンに取って代わるDOACにより
外来診療で対応できることが多くなりました。

成人心疾患：虚血性心疾患、弁膜症、肺動脈血栓症

成人大血管：急性大動脈解離、胸部大動脈瘤、腹部大動脈瘤

抹 消 血 管：抹消動脈疾患、静脈瘤などの静脈疾患、静脈血栓症

そ の 他：手掌多汗症



心臓血管外科 Cardiovascular Surgery

診療時間 （初診8：00～11：30）

診療部長よりひとこと

心臓の手術というと一般の方は危険性が高く、手術時間も長く、後遺症が残ることも多い手術を
想像されると思います。しかし現在は手術成績も良くなり、予定手術では死亡率も1％を切るよう
になってきました。また当院では胸部、腹部大動脈瘤のステントグラフトや、下肢静脈瘤に対する
焼灼術、下肢閉塞性動脈硬化症に対する血管内治療等、低侵襲な治療も取り入れ低侵襲な治療にも
取り組んでいます。
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主な手術実績

総手術数（血管内手術を含む）
2020年：387例
2021年：369例
2022年：454例
2023年：473例

担当医師左から小山副部長、伊藤医師、上山部長

月 火 水 木 金

上 山上 山小 山 休 診休 診


